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研究成果の概要（和文）：本研究では, 小学校教師１３７名と第６学年の児童３３２名を対象と

した「教師と児童の数学に対する信念・価値・素質・感情・態度」についての調査結果に, 分

析と考察を行い, これら５つの要因に関する測定尺度を開発した。そして, 教師の５つの要因

間の関係, 児童の５つの要因間の関係, 教師と児童の５つの要因間の関係を明らかにした。ま

た, 開発した教師と児童の５つの要因の測定尺度を用いて, 職員研修や研究授業は, 教師の５

つの要因にどのように影響するか, 第５学年を対象とした「小数×小数, 小数÷小数」の授業

は, 児童の５つの要因にどのように影響するかを明らかにした。 

 
研究成果の概要（英文）：In this research, we developed scales for assessing beliefs, values, 

dispositions, affect, and attitudes to mathematics for teachers and students in elementary 

schools. In order to develop scales for assessing beliefs, values, dispositions, affect, and 

attitudes to mathematics for teachers and students, we carried out two tests on a total of 

137 teachers and 332 6th grade students in elementary schools. We then conducted 

exploratory factor analysis and confirmatory factor analysis on the results of two tests. 

After analyses, we clarified the following. 1) The relationships among 5 factors within 

teachers, 2) The relationships among 5 factors within students, 3) The relationships among 

5 factors between teachers and students, 4) How do teachers’ trainings and teachers’ 

research classes influence 5 factors for teachers? 5) How do classes of 5th grade “the decimal 

multiplied by the decimal, the decimal divided by the decimal” influence 5 factors for 

students?    
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１．研究開始当初の背景 

 一般的に, 教育目標に基づき, 学力を測定
するためには, 目的に適った測定用具が必要
である。算数教育において, 児童の情意的側
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面を評価する観点として, 算数に対する「関
心・意欲・態度」があり, これら児童の算数
に対する「関心・意欲・態度」についての測
定尺度は, いくつか開発されている。しかし, 

教師の算数に対する情意的側面を測定する
尺度は, ほとんど見当たらない。そのため, 

教師の数学に対する信念・価値・素質・感情・
態度についての測定尺度の開発は, 意義があ
ると考えられる。また, 教師の目が, 教師自
身の数学に対する信念・価値・素質・感情・
態度と児童の数学に対する信念・価値・素
質・感情・態度の間の「ずれ」と「ギャップ」
に向くと, 児童が持っている知的欲求に応え
るだけでなく, 児童の活動を保証し, 児童の
活動の場を広げ, さらに, 教師の授業実践の
質の向上に繋がると考えた。 

 そこで, 国内・国外の心理学や算数・数学
教育の先行研究を基に, 数学に対する信念・
価値・素質・感情・態度を次のように定義し, 

研究を進めることにした。 

・数学に対する信念とは, 個々の人のもつ数 

学的世界観であり, 算数・数学に対する個々 

の人の考え方や行動の仕方を規定する内在 

化された知識体系である。 

・数学に対する価値とは, 高度の自律性をも 

つ文化遺産としての算数・数学において, 我 

々の欲求を満たす事象や対象の性質と能力 

である。 

・数学に対する素質とは, 遺伝あるいは環境 

との相互作用の結果として形成される算数・ 

数学に関する知能であり, 現在または未来に 

おいて, 算数・数学における行動・反応を規 

定し, 一定の類型を伴う精神的・身体的性質 

である。 

・数学に対する感情とは, 対象とする算数・ 

数学において生じる出来事に対する情動と 

気分を含む適応過程である。 

・数学に対する態度とは, 算数・数学の学習 

における事物や人物に対する直接的経験ま 

たは間接的経験を通して形成される個人の
行為の選択に影響を及ぼす内的状態である。 

 

２．研究の目的 

 算数科における教師の授業実践の質を高
めるために, 教師と児童の思考や言動に影響
する心的要因を数学に対する信念・価値・素
質・感情・態度とし, これら５つの要因に関
する教師と児童の測定尺度を開発し, 教師の
５つの要因間の関係, 児童の５つの要因間の
関係, 教師と児童の５つの要因, 教師の授業
実践力, 児童の授業理解の間の関係を明らか
にし, 教師の授業実践の改善を図ることを目
的とする。 

 

３．研究の方法 

 本研究の全体構想を下図に示す。なお, 下
図における矢印は, 調べようとする関係を示す。 

       ↓↑           ↓↑ 
(授業実践力)   ⇔   (授業理解)            

 
    研修等による授業実践の改善 

                        
本研究では, 小学校教師１３７名と第６学

年の児童３３２名を対象とする。また, 研究
を進めるために次の点に留意する。 
（１）教師と児童の数学に対する信念・価
値・素質・感情・態度に関する調査項目は, 日
本及び外国の文献を基に, それぞれにおいて,

次のように設定する。 

１）教師と児童のそれぞれ５つの要因におい
て, カテゴリーとカテゴリーに属する事項を
設定する。 

 

２）教師と児童のそれぞれ５つの要因におい
て, カテゴリーに属する事項に対応する調査
項目を設定する。 

 

（２）調査結果を次のように考察・分析する
ことにより, 教師と児童の数学に対する信
念・価値・素質・感情・態度についての測定
尺度をそれぞれ開発する。すなわち,  
１）教師と児童の５つの要因に関する調査結
果から, 各調査項目の平均値と標準偏差を求
める。 

 

２）教師と児童の５つの要因に関する各調査
項目の平均値と標準偏差に基づき, 天井効果
とフロア効果を調べ, 不良項目がある場合は, 

不良項目を調査項目から削除する。 

 

３）最尤法プロマックス回転による探索的因
子分析を行い, 適切な因子負荷量以上の教師
と児童の５つの要因に関する調査項目を採
択する。 

 

４）採択された教師と児童の５つの要因に関
する調査項目における各因子を特定し, 各因
子ごとに名称を与える。 

 

５）採択された教師と児童の５つの要因に関
する調査項目を用い, 調査を行った教師及び
第６学年の児童に対して, 再調査を行う。採

     教師 

数学に対する信念 

   ↓↑ 

数学に対する価値 

   ↓↑ 

数学に対する素質 

   ↓↑ 

数学に対する感情 

   ↓↑ 

数学に対する態度 

 

⇔ 

 

⇔ 

 

⇔ 

 

⇔ 

 

⇔ 

児童 

数学に対する信念 

↓↑ 

数学に対する価値 

↓↑ 

数学に対する素質 

↓↑ 

数学に対する感情 

↓↑ 

数学に対する態度 



択された教師と児童の５つの要因に関する 2

回の調査の相関係数の値から, 調査の安定度
を調べる。 

 

６）採択された教師と児童の５つの要因に関
する調査項目における各因子について, ５つ
の要因ごとに, 各因子と調査項目全体に関す
る内部一貫性を調べるために, 信頼性を表す
Cronbach のα係数を算出する。なお, α係
数の値は, ０.７より大きいとき, 高い内部整
合性を示すとされている。 

 
７）採択された教師と児童の５つの要因に関
する調査項目の妥当性については, 検証的因
子分析を行い, GFI(Goodness of Fit Index: 

適合度指標), AGFI(Adjusted Goodness of 

Fit Index: 修正適合度指標), RMSEA(Root 

Mean Square Error of Approximation: 残
差平方平均平方根)の値を求め, 因子モデル
の適合度を検討する。GFI と AGFI は, デー
タの共分散行列と推定されたモデルの共分
散行列との類似度をもって適合のよさを判
断する。GFI は, 通常０から１までの値をと
り, １に近いほど, 説明力のあるモデルとさ
れている。AGFI は, 値が１に近いほど, デー
タへの当てはまりがよいとされている。一般
的に, GFI, AGFI≧０.９であれば, 当てはま
りがよいとされている。GFI≧AGFI である。
RMSEAは, モデルの複雑さを考慮に入れて, 

1 自由度当たりの真の母集団とモデルとの間
の乖離度の大きさにより, 適合のよさを判断
する。一般的に, RMSEA≦０.０８であれば, 

当てはまりがよいとされている。 

 

（３）教師の５つの要因間の関係及び児童の 

５つの要因間の関係については, 重回帰分析
とパス解析を行う。 
 
（４）教師と児童の５つの要因間の関係につ
いては, それぞれの要因間における共通する
調査項目に関して, Ｆ検定とｔ検定を行い, 

「ずれ」や「ギャップ」を調べる。 

 

（５）教師と児童の５つの要因, 教師の授業
実践力, 児童の授業理解の間の関係について
は, 第５学年の「単位量当たりの大きさ」の
授業実践及び神戸市立Ａ小学校での研修結
果から考察・分析を行う。 
 
４．研究成果 
（１）開発した教師と児童の数学に対する信
念・価値・素質・感情・態度の測定尺度の調
査項目数は, 教師の場合, それぞれ 8 項目・
１１項目・８項目・７項目・７項目であり, 児
童の場合, １６項目・１８項目・１６項目・
１４項目・１５項目である。ここでは, 紙面
の都合上, 教師の数学に対する信念・価値・

素質・感情・態度の測定尺度を表１～表６に
示す。また, 各測定尺度における項目番号は, 

調査項目設定の際の項目番号を示す。なお, 

それぞれの測定尺度における調査項目は, 次
に示した５段階評定とした。そして, その評
定値を各調査項目の得点と見なした。 
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表１ 教師の数学に対する信念の測定尺度 

項目 

番号  
数学に対する信

念に関する事項 

数学に対する信念に関す

る調査項目 

 
 
20 

 
 
 21 
 
 31 
 
 22 

 

 

論理的な分析 
 

 

考えの明確性 

 

乗法の統合 

 

応用 

「算数科の性質に関する

数学に対する信念」 

算数では , 論理的な分

析をしなければならな

い。 

算数では , 考えを明確

にすることが重要だ。 

算数では , 乗法を統合

することが大切だ。 

算数では , 応用が大切

だ。 

  
 
 
 26 
 
 
 27 
 
 
 19 
 
 25 

 

 

 

解法の多様性 

 

 

数量の置換 

 

 

知識の獲得 

 

自己への帰属 

「算数科における問題解

決に関する数学に対する

信念」 

算数の問題では, 色々な

解き方を考えることが重

要だ。 

算数の問題では, 問題の

数量を別の数量に置き換

えることが重要だ。 

算数は , 知識として身

に付けるべきだ。 

算数の問題で間違うの

は, 

自分の努力不足だ。 

 
表２ 教師の数学に対する価値の測定尺度 

項目 

番号 
数学に対する価

値に関する事項 
数学に対する価値に関す

る調査項目 

 
 
14 
 
 
13 
 
16 
 
12 
 

 
 
論理的な思考と

説得力 

 
論理的な分析 

 
考えの明確性 

 
創造性 

 

「算数の性質に関する数

学に対する価値」 

算数は, 論理的な思考や

説得力のある話し方を発

展させる。 

算数では, 論理的な分析

が重要だ。 

算数は, 考えを明確にさ

せる。 
算数は, 創造性を発達さ

せる。 



 
 
 1 
 
 2 
 
 8 
 
 
 
 3 

 

 

日常性 

 

職業 

 

知識の獲得 

 

 

 

他教科の理解 

「算数の実用性に関する

数学に対する価値」 

算数は, 日常生活に役に

立つ。 
算数は, 職業についたと

き, 役に立つ。 
人として身に付けておか

なければならない知識と

して, 算数を身に付ける

べきだ。 

算数は, より進んだ数学

や他教科の理解に役に立

つ。 

 
 
 9 
 
 
11  
 
 
10 

 

 

数の順序 

 

 

解法 

 

 

左右対称 

「算数の審美性に関する

数学に対する価値」 

数字が順序よく並んでい

るのを見ると, 美しいと

思う。 

算数の問題を解いたとき, 

解き方の美しさに惹かれ

る。 

身の回りのもので, 左右

対称になっているものは

美しい。 

 
表３ 教師の数学に対する素質の測定尺度 

項目

番号 

数学に対する素

質に関する事項 
数学に対する素質に関す

る調査項目 

 

 

 

21 
 
 
 
19 
 
 
18 
 
 
 
20 
 
 
15 

 

 

 

数量の意味 

 

 

 

多様な解法の受

容 

 

数量の置換 

 

 

 

予想 

 

 

忍耐 

「算数の学習での取り組

み方についての数学に対

する素質」 

算数では, 問題を解くと

き, 出てきた数量が何を

意味しているかを考えな

がら解くことが重要だ。 

算数の学習では, 色々な

解き方を認めることが大

切だ。 

算数の問題を解くとき , 

問題場面の数量を別の数

量に置き換えたりするこ

とが大切だ。 

算数では, 問題を解くと

き, 予想を立ててから解

くことが重要だ。 

算数では, 問題を解くと

き, ねばり強くやり遂げ

ることが大切だ。 

 

 

 5 
 
 
 8 
 
12 

 

 

向上心 

 

 

知的好奇心 

 

解決過程への自

信 

「動機付けについての数

学に対する素質」 

算数で, 初めて見る問題

が出てきたとき, 解決し

てみたいと思う。 

算数で, 難しい問題を解

いてみたいと思う。 

算数の問題を解くとき , 

自信を持って解いてい

る。 

 
表４ 教師の数学に対する感情の測定尺度 

項 目

番号 
数学に対する感

情に関する事項 
数学に対する感情に関す

る調査項目 

 
 
  3 
 
 2 
 
  8 
 
  6 
 
 15 
 
13 
 
17 

 
 
論理性への志向 

 
算数への興味 

 

問題の難易性へ

の興味 

解法の多様性へ

の志向 

図形への志向 

 

数への志向 

 

文章題への志向 

「ポジティブな数学に対

する感情」 

算数で, 筋道立てて考え

るのが楽しい。 

算数には, 興味をもって

いる。 

算数では, 難しい問題を

解くことに興味がわく。 

算数の問題を色々な方法

で解くのが楽しい。 

算数の図形の学習は, 楽

しい。 

算数の学習で, 数を取り

扱うのは面白い。 

算数の学習では, 文章題

に興味がある。 

 
表５ 教師の数学に対する態度の測定尺度 

項目

番号 

数学に対する態

度に関する事項 
数学に対する態度に関す

る調査項目 

 
 
 5 
 
 6 
 
 3 
 
 
 
 
15 
 
 
 1 
13 
 
 9 

 
 

情報の統合 

 

明確な把握 

 

最良化 

 

 

 

 

方法の可能性 

 

 

好き嫌い 

思考の継続 

 

解法の予想 

「算数の性質についての

数学に対する態度」 

算数では , 情報を統合し

ようとする。 

算数では , 内容を明確に

把握しようとする。 

算数では , よりよいもの

を求めようとする。 

「算数への志向と算数に

おける問題解決について

の数学に対する態度」 

算数では , 可能性がある

あらゆる方法を考えよう

とする。 

算数が好きだ。 

算数の授業では , 一生懸

命教えようとする。 

算数で, 問題を解くとき, 

解き方の予想をしようと

する。 

 

（２）教師の５つの要因間の関係及び児童の 

５つの要因間の関係を調べるために, 重回帰



分析とパス解析を行い, 図１・図２に示した
パス・ダイアグラムを作成した。 
 
          
 
 
 
 
 
 
 
          -0.137*   -0.167* 
 
 
      0.355**      (R=0.858**) 
       
図１ 教師の５つの要因の得点に関するパ

ス・ダイアグラム（*p＜.05, **p＜.01） 
 
 
              
 
   
     0.207**   0.194**            0.152**     0.239** 
                0.482** 0.218** 
        

        
                0.191**    0.406** 
   -0.219**  -0.268**    0.651**  0.438**    

 
                
                 (R=0.870**) 
 
図２ 児童の５つの要因の得点に関するパ

ス・ダイアグラム（*p＜.05, **p＜.01） 
 
 紙面の都合上, ここでの考察は, 図１と図
２の比較から, 教師は価値観が固まっており, 

児童は５つの要因に柔軟性があり, このこと
が, 教師と児童との間の「ずれ」や「ギャッ
プ」の一因になっていると考えられるに留める。 
 
（３）先に示したように教師の５つの要因と
児童の５つの要因間の調査項目数は, 児童の
方が多い。このことは, 教師の５つの要因と
児童の５つの要因の間の「ずれ」を示すと考
えられる。つまり, 算数の授業中, 個々の児
童の行動は, 行動の背景となる児童の５つの
要因に影響されると考えられる。したがって, 

教師が個々の児童の５つの要因を把握して
いれば, その教師は個々の児童への対処を速
やかに行うことができるが, 教師が個々の児
童の５つの要因を把握していなければ, 教師
の５つの要因と児童の５つの要因間の「ず
れ」のために, その教師は個々の児童への対
処が滞る場合が考えられる。次に, 教師と児
童の５つの要因間の関係については, それぞ

れの要因間における共通する調査項目を採
り上げ比較を行った。ここでは, 紙面の都合
上, 教師と児童の数学に対する感情について,

概略的に述べる。教師と児童の数学に対する
感情において, 共通する調査項目は, 項目２, 

３, ６, ８, １３, １５であった。これらの調
査項目の平均値と標準偏差に基づき, Ｆ検定
とｔ検定を行い, ｔ検定結果から, 共通する
全ての調査項目において, ５％水準で, 差が
有意であることが分かった。このことにより, 

教師と児童の数学に対する感情との間に「ギ
ャップ」があることが判明した。このような
「ギャップ」が生じる原因について, 次のよ
うなことが考えられる。 

１）児童は, 「項目７（平均値 3.690）, 諦め
ずにがんばる」が, 「項目２（平均値 2.578）, 

算数にあまり興味を持っておらず」, 「項目
３（平均値 2.274）, 筋道立てて考えること
を楽しんでおらず」 , 「項目１６（平均値
2.398）, 計算練習に興味があるわけでもな
く」, 「項目８（平均値 2.440）, 難しい問題
を解くことに興味がわくわけでもない」と考
えられる。したがって, 教師は, 児童の諦め
ずに問題を解く姿を見て, 児童が算数に興味
があり, 算数を楽しんでいると思っているか
もしれないが , 児童は , 「項目４（平均値
2.485）, 算数を楽しいと思っておらず」, 諦
めずに問題を解いているだけで, 論理的に考
えることもうまくいかず, しんどさだけが残
っているのではないかと考えられる。 

２）教師は, 経験上, 問題を色々な方法で解
いたりすることが, 日常生活に役に立つこと
を知っており, また, 教材研究を自分なりに
行っているので, 児童が自分と同じように算
数を楽しんでいると思っている（思いたい）。
しかし, 児童は, 「項目６（平均値 2.434）, 問
題を色々な方法で解いたりすること」, また, 

「項目１３（平均値 2.398）, 数」や「項目
１５（平均値 2.958）, 図形」について考え
たりすることへの志向が低く, そのため, 算
数で学習したことを使って, よりよくしてい
こうとする気が低いように考えられる。 

 したがって, 共通した調査項目についての
数学に対する勘定に関して, 教師と児童は, 

同じ数学に対する感情を持ち合わせている
が, 教師と児童の数学に対する感情との間に
「ギャップ」があるので, 教師は, 児童の数
学に対する感情の程度を知り, 授業に活かし, 

児童の活動の場を広げていく必要があると
考えられる。 

 

（４）児童の学力の向上や教育の質の向上は, 

教師の質の向上に負うところが大きいと考
えられる。教師の質の向上を図るために, 職
員研修が位置づけられており, 授業研究会は, 

職員研修の成果の検証の場であると考えら
れる。ここでは, 神戸市立Ａ小学校の算数の

素質 

し

つ

質 信念 態度 価値 

感情 

0.550**  

(R=0.819**) 0.560**          0.328** 

        0.819**          0.317** 

 

 

         0.249**  0.362** 

 

 

          (R=0.874**) 
                      0.539**  0.658** 

                      0.127  0.190 

                               

(R=0.885**) 

            (R=0.817**) 

素質 

信念 

感情 

態度 価値 

(R=0.850**)        (R=0.942**)            (R=0.917**) 

            (R=0.865**) 



授業研究会を概略的に採り上げる。授業研究
会での授業者６名を実験群, 協力者としての
その他の教師１７名を統制群とし, 教師の５
つの要因の調査を４月当初（算数の職員研修
前）と１２月上旬（授業研究会後）に実施し, 

比較した。結果として, ５つの要因のそれぞ
れにおいて, 実験群・統制群とも, ５％水準
で差が有意でなかった。つまり, 算数科の職
員研修の５つの要因への影響はなかったと
考えられる。この原因ついて, Ａ小学校にお
ける最終の算数科の職員研修で, 行った提言
の内, 主なものを述べる。 

１）算数の背景には, 数学がある。各単元の
背景となる数学を考察することにより, 単元
の目標がより明確になると考えられる。 

２）平成２０年に告示された学習指導要領の
算数科の目標では, 「算数的活動」が強調さ
れている。「算数的活動」を採り入れること
により, 各単元の目標がよりよく達成される
と考えられる。そのため, 各単元における「算
数的活動」を明確にし, 算数科の授業に望ん
でもらいたい。 

３）授業を行う教師の思いとして, 「児童の
学力を伸ばしたい」ということがある。とか
く認知的側面に目がいきがちであるが, 「児
童の情意面を伸ばす」という信念を持っても
らいたい。また, 授業参観においては, 児童
の動きに目を向けてもらいたい。授業参観者
の目が児童に向くと, 授業を行った教師の内
面を引き出すことができ, 普段, 余り意識さ
れていないことも意識化され, 数学に対する
望ましい信念が形成されると考えられる。  
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